


 
 
 
 

令和４年度「特定公募型研究開発業務（革新的 GX 技術創出）」 
に関する国会報告の概要 

 

 
（基金の執行状況及び管理状況） 

 

○ 我が国の将来の産業成長と２０５０年カーボンニュートラルを達成する上で重要な技術領

域において、分野や組織を横断した全国のトップ研究者の連携体制を構築し、革新的グ

リーントランスフォーメーション（GX）技術の創出に向けた研究開発を推進するため、令

和４年度に４９６億円の基金を造成し「革新的 GX 技術創出事業（GteX）」を創設した。 

 

○ 「国立研究開発法人科学技術振興機構に設置する基金の運用取扱規則」を制定するととも

に、基金管理委員会、経理部及び未来創造研究開発推進部による体制を整備して、基金の

運用を行った。 

 

○ 基金の残額４９６億円(令和４年度末現在）は、令和５年度以降の研究費等に充当予定。 

 

 

 

（文部科学大臣の意見の概要） 

 

○ 透明性・公正性に十分留意したものであり、適正であったと認められる。 

 

○ 文部科学省等と調整を図りつつ、体制・規則類の整備等を進めるなど、着実に事業を実施

した。 

 

○ 基金の管理については、科学技術・イノベーション創出の活性化に関する法律第２７条の

２第３項の規定に基づき、安全性の確保を最優先に、収益性の向上にも配慮した適切な運

用が図られた。 
 


